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ン 鎌倉衝道
あま市東部を南北に通る鎌倉街道。古くほ平

安京と鎌倉を繋ぐ重要な幹線道。

須ヶ回
(美濃路)へ

□

ン 上街道道標
甚目寺観音南大門前に立つ道標。道標の北

倶Jに「つしまみちJ、東側には「さ屋まじま道J、

西側に「門内なこやへ通りぬけJと亥Jまれて

いる。安政3年 (]856)願 主杉屋左助の銘

がある。

方領

甚目寺南中①

本郷郵便局〒

ン 甚目寺観音(鳳目山甚目寺)
推古天皇5年 (597)伊 勢の甚目(はだめ)龍麻呂としじ漁師が

海中より紫金の聖観音吉薩を網にかけ、甚目寺と名付けておま

つりしたという。尾張四観音のひとつで、境内地|よ市指定史跡。

小回丁塚
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甚目寺公民館

甚目寺 鞭
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上街道(津島街道) 大 日橋

萱津合戦碑鱒
ン
轡あま市甚目寺

歴史民俗資料館
(甚目寺会館3F)



1鞭簾甚目寺南大門 ン 甚目寺東門
柿葺、三間一戸楼門、入母屋造で国指定重要文化財。建久フ  銅 版葺、四lll門、切妻造で国指定重要文化財。  漆 部(ぬリベ)神社は漆を扱う部族の神社と推定

年(1196)梶 原景時が奉行として再建したという。門内の木  上 街道(津島街道)に直画している。街道は清洲‖  さ れ、室町時代の再建といわれてしヽる。長しヽ歴
造仁王像は愛知県指定文化財で、戦国武将福島正則の寄進  の 須ヶ国で美濃路と分かれ甚目寺観音に至り、  史 の中で、八大明神と称された時もあつたが、昭
による。                          木 田を通り津島へと向かう。           和 中期に漆部神社となつた。

ン 晴明塚
昔、農夫が田の中に繁茂した雑車

で困つてしヽたところ、見かねた安

倍晴明が祈祷を行しヽ、晴明の徳を

喜んだとしも伝説がある。

ン 新屋神社 ン 法性寺
日本書記に、宣化天皇元年(586)に 4//3部氏が  法 性寺(ほつしょうじ)の寺伝で|よ、天智

新屋連(むらじ)を使い、新屋 (新居屋)の屯倉  天 皇勅願の道場であり、一山十二坊の

(みや|ナ)の穀物を運んだとされる。       大 勧]藍であつたという。甚目寺とともに

古末」の]つである。

ン 萱津神社
農業の神である鹿屋野比売(かやのひめ)を

祀つたのが萱津神社の始まりという。萱津神

社のあたりの森|よ「あわでの杜」と呼ばれて

しヽます。「あわでの杜」ほ日本武尊と目蓑姫の

悲恋の舞台となった伝説地。

ン 飛行場開拓記念碑
太平洋戦争末期に作lDれた陸軍の

飛行場跡。正式に|よ清洲‖飛行場と

しヽうが、甚目寺飛行場ともよばれ

ていた。実際に|よ半年ほどしか使

用せひ、幻の飛行場としヽわれてる。

記念碑は甚目寺公民館駐車場西

北にある。ここから北一面に飛行

場が広がつてしヽた。

軽盤頴」ヽ回「"ヌ
小野小町が東国へ下る途中、この

新居屋で亡くなったとしじ 伝説が

ある。

ン 香の物殿
本邦唯一の漬物の神が祀られてお

り、毎年8月に香の物祭(市指定無

形民俗文化財)が行われ、熱田神

宮に奉納される。

〃
く ン 光明寺

創建は弘安5年 (]282)と しヽわれてしヽる。その

後、ア2僧寮が建ち並び萱津道場として栄えた。

鐘楼門が有名で、当初の門は享保8年 (1ア23)

に建立されてしヽる。

ン 妙勝寺
倉J建ほ弘長元年(モ26])と いわれている。庫裏

(くり)は文禄4年 (1595)清 須城主であった福

島正則」が城の長屋
一棟を寄進したものと伝えて

いる。山門|よ鎌倉～室町時代のものとしヽう。

ン 貫成寺と山門
貿成寺(じつじょうじ)の倉」建は元応元年(]319)

といわれている。本堂は織囲敏定(織田信長曾

祖父)が改修し、山門ほ福島正則が寄進したと伝

えられる。ともに国登録文化財。

ン漆首田神社




